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智
山
勤
行
式
（
№
15
）

御ご 

宝ほ
う 

号ご
う

　

南な

無む

興こ
う

教ぎ
ょ
う

大だ
い

師し

【
口
語
訳
】

　

真
言
宗
の
中
興
の
祖
、
興
教
大

師
さ
ま
に
帰
依
し
、
感
謝
す
る
こ

と
で
す
。

【
解　

説
】

　

弘
法
大
師
が
入
定
さ
れ
て
か
ら

約
三
百
年
後
、
高
野
山
が
活
力
を

失
い
つ
つ
あ
る
時
、
そ
の
状
況
を

憂
い
、
弘
法
大
師
の
教
え
を
再
興

す
る
た
め
に
様
々
な
改
革
を
し
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た
の
が
、
興
教
大
師
覚
鑁
上
人 

（
一
〇
九
五
～
一
一
四
三
）
で
す
。

興
教
大
師
の
当
時
は
、
真
言
宗
に

お
い
て
、
事
相
（
威
儀
・
行
法
）

の
興
隆
と
と
も
に
多
く
の
流
派
が

林
立
し
、
修
法
に
関
し
て
一
部
で

混
乱
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
実
状
に
悩
ん
だ
興
教
大
師
は
、

遍
く
諸
流
を
学
び
か
つ
相
承
し
て
、

真
言
の
法
門
の
「
源
底
」
を
求
め
、

真
言
密
教
の
秘
奥
を
究
め
ら
れ
ま

し
た
。
現
在
で
も
興
教
大
師
は
、

私
た
ち
真
言
宗
智
山
派
の
属
す
る

新
義
真
言
宗
の
祖
と
し
て
、
寺
院

や
お
仏
壇
に
崇
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
光
明
寺
で
は
本
堂
正
面
中
央
、
本

尊
大
日
如
来
、
右
、
宗
祖
弘
法
大

師
空
海
、
左
、
中
興
の
祖
興
教
大

師
覚
鑁
と
安
置
し
て
お
り
ま
す
）

　

令
和
五
年
に
は
弘
法
大
師
空
海

誕
生
一
二
五
〇
年
が
迎
え
ら
れ
ま

す
。
永
い
間
、
真
言
宗
の
法
灯
を

つ
な
い
で
い
た
だ
い
た
興
教
大
師

を
は
じ
め
と
し
た
祖
師
に
感
謝
せ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
法

灯
（
い
の
ち
）
も
興
教
大
師
の
よ

う
な
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
い

の
ち
を
つ
な
い
で
く
れ
た
中
興
の

祖
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

※
智
山
勤
行
式
は
、
真
言
宗
智
山
派
が

お
檀
家
様
向
け
に
作
っ
た
お
経
本
で

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
お
寺
に
お
声

掛
け
く
だ
さ
い
。

秩父三十四観音霊場めぐり第四回



2第８４号

　

お

も

い

で
　

十

首53

○
四
年
苗　

植
え
て
三
年　

花
咲
き
ぬ

	

静
櫻
は　

薬
師
堂
跡

○
花
の
と
き　

い
つ
し
か
す
ぎ
て　

新
緑
の

	
み
寺
の
庭
の　

し
ず
け
さ
に
い
る

○
そ
れ
ぞ
れ
に　

た
つ
き
あ
れ
ば　

わ
れ
一
人

	

生
き
る
す
べ
し　

た
の
し
み
の
あ
り

○
連
休
に　

み
寺
ま
い
り
の　

人
多
し

	

親
い
た
わ
り
て　

参
道
あ
ゆ
む

○
そ
の
昔　

Ｖ
ｅ
ｒ
ｙ　
ｎ
ｉ
ｃ
ｅ　

ｔ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
と

	

い
わ
れ
し
こ
と
を　

お
も
い
い
だ
し
ぬ

○
毎
日
を　

あ
げ
膳
さ
げ
膳　

あ
り
が
た
し

	

三
度
の
食
事　

合
掌
さ
さ
ぐ

○
長
男
と　

二
人
仲
よ
く　

墓
ま
い
り

	

九
十
五
才　

幼
さ
な
日
の
友

○
し
ば
ら
く
を　

み
墓
ま
い
り
の　

人
み
え
ず

	

安
否
き
に
な
る　

こ
の
ご
ろ
に
し
て

○
亡
き
夫
に　

わ
が
名
を
そ
え
て　

宝
物

	

み
寺
に
さ
さ
げ　

心
安
ら
ぐ

○
光
明
寺　

生
ま
れ
そ
だ
ち
て　

九
十
五
年

	

夢
に
え
が
き
し　

み
寺
と
な
り
ぬ

平成３０年度光明寺護持会収支報告書

単位　円

単位　円

平成30年度光明寺護持会特別会計報告書
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第
四
回
秩
父
巡
礼
報
告
。（
秩
父

結
願
）

　

去
る
五
月
十
五
日
（
水
）
早
朝

六
時
出
発
、
曇
り
の
天
気
予
報
で

し
た
が
、
秩
父
方
面
の
天
気
は
晴

れ
、
暑
い
く
ら
い
で
し
た
。
四
ヶ

寺
を
巡
れ
ば
秩
父
は
終
了
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
も
張
り
切
っ
て
い
ま

す
。
三
十
一
番
札
所
観
音
院
で
は
、

入
口
常
備
の
杖
を
借
り
て
、
長
い

階
段
を
登
り
ま
し
た
。
全
員
無
事

到
着
、
息
が
切
れ
て
、
お
経
の
声

も
途
切
れ
が
ち
で
し
た
が
、
こ
こ

が
終
わ
れ
ば
昼
食
。
皆
さ
ん
段
々

大
き
な
声
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

下
山
し
て
す
ぐ
の
観
音
茶
屋
に
て

昼
食
、
う
ど
ん
、
天
ぷ
ら
、
山
菜

な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
お
膳
を

美
味
し
く
頂
き
、
更
に
、
参
加
者

の
中
に
、
茶
道
の
先
生
が
お
ら
れ
、

わ
ざ
わ
ざ
茶
道
具
を
持
参
し
て
下

さ
り
、
美
味
し
い
お
抹
茶
と
お
菓

子
を
振
舞
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

思
い
が
け
な
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
、

皆
さ
ん
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

予
定
よ
り
早
く
帰
路
に
つ
く
こ
と

が
で
き
、
長
瀞
、
道
の
駅
（
花
園
）

に
も
よ
る
事
が
で
き
、
皆
さ
ん
大

満
足
の
旅
で
し
た
。

　

次
回
は
百
観
音
を
目
指
し
て
、

坂
東
を
巡
る
予
定
で
す
。
秩
父
は

日
帰
り
が
で
き
ま
し
た
が
、
坂
東

霊
場
は
関
東
一
円
に
有
り
、
一
泊

秩
父
三
十
四
観
音

　
　
　

霊
場
め
ぐ
り
（4）

秩父三十四番札所 水潜寺 秩父結願　令和元年5月15日
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二
日
を
四
回
に
分
け
て
行
う
予
定

で
す
。

　

途
中
か
ら
の
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。
お
寺
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

秩
父
札
所
め
ぐ
り
が
現
在
の
よ
う
な
順
路

で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
江
戸
時

代
の
初
期
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
長

享
二
年
秩
父
札
所
番
付
」
に
は
、
そ
れ
以
前

の
古
い
札
所
の
順
番
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、当
時
、西
国
三
十
三
ヶ
所
、

坂
東
三
十
三
ヶ
所
と
共
に
秩
父
で
は
、
一
番

の
定
林
寺
（
現
在
の
札
所
十
七
番
）
か
ら

三
十
三
番
の
水
潜
寺
（
現
在
の
札
所
三
十
四

番
）
ま
で
の
札
所
巡
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
現
在
の
順
番
と
異
な
っ
て
い

る
の
は
、
秩
父
大
宮
郷
を
起
点
に
順
路
が
定

め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

後
に
、
現
在
の
札
所
二
番
の
真
福
寺
が
加

え
ら
れ
て
三
十
四
ヶ
所
と
な
っ
て
か
ら
、
西

国
・
坂
東
と
あ
わ
せ
て
百
観
音
巡
礼
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
江
戸
か
ら
の

巡
礼
者
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
札
所
巡
礼
を

し
や
す
い
よ
う
に
順
路
が
改
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

　

従
っ
て
、こ
の「
長
享
二
年
秩
父
札
所
番
付
」

は
、
秩
父
に
お
い
て
、
室
町
時
代
の
中
期
頃

に
は
既
に
、
札
所
巡
礼
が
成
立
し
て
い
た
こ

と
を
証
す
る
と
共
に
、
そ
の
移
り
か
わ
り
を

も
示
す
資
料
で
あ
る
。

～
日
の
沢
～

右
此
意
趣
者
性
空
上
人
冥
力
被
請

七
日
御
説
法
あ
っ
て
。
一
百
三
十
六
地
獄
罪

人
御
た
す
け
あ
っ
て
炎
魔
王
よ
り
布
施
に
給

は
っ
て
第
一
秩
父
巡
礼
二
番
坂
東
巡
礼
三
番

西
国
巡
礼
あ
り
熊
野
権
現
殊
者

伊
勢
諸
神
悉
被
召
性
空
阿
弥
陀
の
化
身
也

是
を
拝
輩
者
現
世
安
穏
後
生
善
処
無
疑
也

文
治
三
年
三
月
十
八
日　

行
基
菩
薩
之
作

長享二年秩父札所番付　一巻
県指定有形文化財昭和三十四年三月二十日指定
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お 

寺 

か 

ら

◎
「
住
職
、
副
住
職
が
昇
補
し
ま
し
た
」 

　
住
職
が
中
僧
正
に
補
命
さ
れ
、副
住
職
も
大
僧
都
に
補
命
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

檀
信
徒
の
皆
様
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
「
西
駐
車
場
の
件
」 

　
光
明
寺
西
駐
車
場
（
砂
利
）
を
光
明
寺
で
購
入
い
た
し
ま
し
た
。
護
持
会
特

別
会
計
か
ら
も
補
助
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
「
令
和
五
年
の
弘
法
大
師
誕
生
千
二
百
五
十
年
に
向
け
て
」 

　
総
本
山
智
積
院
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
や
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た

智
積
院
は
京
都
駅
近
く
の
大
変
便
利
な
場
所
に
あ
り
、
国
宝
や
国
宝
級
の
重

要
な
宝
物
も
多
数
あ
り
ま
す
。
智
積
院
会
館
（
宿
泊
施
設
）
の
建
築
、
宝
物

館
建
築
な
ど
大
事
業
を
行
い
ま
す
。
末
寺
で
あ
り
ま
す
光
明
寺
の
お
檀
家
様

に
も
、
ご
寄
付
の
依
頼
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
、
護
持

会
特
別
会
計
よ
り
支
出
す
る
予
定
で
す
。

◎
「
境
内
墓
地
の
皆
さ
ま
へ
」 

　
墓
地
管
理
費
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
、
共
有
地
部
分
の
管

理
の
た
め
で
す
。
各
墓
地
内
の
除
草
は
各
個
人
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

http://www.nozawatera.com/

大
般
若
法
要
の
ご
案
内

だ
い

は
ん

に
ゃ

十
一月
八
日（
金
）　
午
　
前

　
十
時
か
ら
余
興（
　
　
　
）

　
十
時
半
か
ら
大
般
若
法
要

　
十
一時
半
終
了
予
定

　

大
般
若
は
御
祈
祷
で
す
。
檀
信
徒

の
皆
様
の
家
内
安
全
、
交
通
安
全
、

諸
願
成
就
を
御
祈
念
致
し
ま
す
。
是

非
、
皆
様
方
の
申
し
込
み
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

同
封
の
黄
色
の
用
紙
に
て
お
申
し

込
み
下
さ
い
。
護
持
会
費
と
一
緒
に

振
込
み
も
可
（
大
般
若
に
○
を
し
て
く

だ
さ
い
）
。　

志
納
金
二
千
円
（
木
札

と
お
守
り
授
与
）
で
す
。

◎ 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
い
よ
い
よ

来
年
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
小
六

の
時
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
一
人

が
、
家
族
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見

に
行
っ
た
と
担
任
か
ら
聞
き
、
羨

ま
し
く
思
っ
た
も
の
で
す
。
あ
れ

か
ら
五
十
五
年
、
月
日
が
経
つ
の

は
早
い
も
の
で
す
。
テ
レ
ビ
も
大

画
面
で
高
精
細
の
４
Ｋ
８
Ｋ
が
で

き
、自
宅
で
十
分
見
ら
れ
ま
す
が
、

生
の
迫
力
も
味
わ
い
た
い
な
と
も

思
い
ま
す
。
申
し
込
ん
だ
チ
ケ
ッ

ト
当
た
れ
ば
い
い
な
。

◎
「
御
詠
歌
」　

毎
月
第
二
第
四
金
曜

日
午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

練
習
し
て
ま
す
。
初
心
者
歓
迎
、

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
「
ラ
ジ
オ
体
操
」　

毎
朝
六
時
三
十

分
か
ら
山
門
前
で
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
（
ラ
ジ
オ
体
操
は
九
十
年
以

上
の
歴
史
が
あ
り
今
も
現
役
で

す
）
ご
近
所
の
皆
さ
ん
ご
一
緒
に

い
か
が
で
す
か
。

住
職
記

編 

集 

後 

記

バ
イ
オ
リ
ン
の

演
奏
を
中
心
に

住職 “ 中僧正 ” を補命

副住職 “ 大僧都 ” を補命

毎年 4月 8日お釈迦様の誕生
日に当寺院で花まつりを行っ
ています。
是非御参加下さいね。
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初
盆
の
ご
案
内

施
餓
鬼
会
の
ご
案
内

せ

が

き

え

　

施
餓
鬼
会
と
は
、
ご
先
祖
さ
ま
は
じ
め
、
生
き
と

し
生
け
る
す
べ
て
の
も
の
を
供
養
す
る
法
要
で
ご
ざ

い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
先
祖
の
お
陰
を
も
っ
て

今
の
命
が
あ
り
ま
す
、
た
く
さ
ん
の
命
を
食
し
て
今

を
生
き
て
い
ま
す
、
ま
た
た
く
さ
ん
の
犠
牲
の
上
で

今
の
社
会
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
命

を
一
同
に
供
養
い
た
し
ま
す
。

　

光
明
寺
檀
信
徒
の
み
な
さ
ま
も
万
障
繰
り
合
わ
せ

の
上
法
要
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ご
一
緒
に
供
養

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
月
五
日
（
月
）
午
　
前

   
十
時	

 

密
厳
流
遍
照
講
師
範
に
よ
る
御
詠
歌

   

十
時
二
十
分	 

総
本
山
特
派
布
教
師
に
よ
る
法
話

   

十
一
時	

 

施
餓
鬼
法
要
　

八
月
十
三
日
（
火
）
～
八
月
十
五
日
（
木
）
午
前
九
時
か
ら

新
盆
の
お
檀
家
様
を
中
心
に
、
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

 

十
三
日
午
前	

野
沢
、 

宝
木
本
町
（
足
高
藤
）、上
金
井
、

	

下
金
井
、徳
次
郎
（
富
屋
地
区
）、新
里
、

	

大
谷
立
岩
地
区

 

十
三
日
午
後	

宝
木
本
町
（
悟
理
道
、
仁
良
塚
）、

	

上
戸
祭
、
豊
郷
地
区

 

十
四
日
午
前	

細
谷
、
若
草

 

十
四
日
午
後	

宝
木
、
中
戸
祭
、
戸
祭
、
陽
西
、

	

駒
生
、
鶴
田
、
砥
上

 

十
五
日	

市
内
中
心
部
南
部
東
部
、
宇
都
宮
市
外

	

郭
部
（
河
内
、
岡
本
等
）、
市
外

※
年
に
一
度
の
大
供
養
に
な
り
ま
す
、
檀
信
徒
の
み
な
さ
ま
は
じ
め
、

　
今
年
初
盆
を
迎
え
る
方
は
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
山
門
に
て
粗
品
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。（
一
家
に
つ
き
一
つ
）

※
施
餓
鬼
塔
婆
は
原
則
全
檀
家
様（
施
主
名
）を
対
象
に
お
書
き
い
た
し
ま
す
。

※
施
餓
鬼
塔
婆
は
法
要
後
配
布
し
ま
す
。
お
世
話
人
さ
ま
が
い
る
方
は
本
堂

正
面
向
か
っ
て
右
側
、
郵
送
に
て
振
込
み
を
さ
れ
た
方
は
左
側
に
ご
ざ
い

ま
す
。

※
施
餓
鬼
塔
婆
は
お
盆
中
、
仏
壇
脇
に
安
置
し
送
り
盆
に
お
墓
に
供
え
ま
す
。

※
駐
車
場
は
、
お
寺
西
側
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
お
寺
北
側
（
宝
珠
堂
脇
）

は
僧
侶
専
用
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
お
寺
正
面
の
駐
車
場
は
二
輪
車
、
自

転
車
、高
齢
運
転
者
マ
ー
ク
、身
体
障
害
者
マ
ー
ク
の
方
優
先
に
な
り
ま
す
。

盆棚の飾り方一例

※

お
願
い
【
十
三
日
午
前
に
お
伺
い
す
る
地

区
の
皆
様
は
前
日
夕
方
、
ま
た
は
当
日
早

朝
に
、
仏
様
の
お
迎
え
を
お
願
い
し
ま
す
】

※
時
間
の
指
定
は
ご
遠
慮
願
っ
て
お
り
ま
す
。

予
定
で
す
の
で
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

※

「
し
ば
ら
く
待
っ
て
い
る
が
ま
だ
来
な
い
」

な
ど
心
配
の
節
は
遠
慮
な
く
お
電
話
を
く

だ
さ
い
。

☎ 

〇
二
八
ー
六
六
五
ー
〇
五
四
五 

光
明
寺


